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北京・オリンピック　【日本選手成績】
2008年 8月12～ 14日＝男子グレコローマン、16～17日＝女子、19～21日＝男子フリースタイル　中国・北京

階級
（出場選手数） 選手名 予選1回戦 予選2回戦 予選3回戦 準決勝 ファイナル 順位

55kg級
（22名）

松永　共広
（ALSOK綜合警備保障）

○Ｆ、2P1'48"
（1-0=2'05",F3-0）
Adam Diatta
（セネガル）

○2－0
（5-0,3-0）
Sezar Akgul
（トルコ）

○2－1
（2-1,0-1,2-1）
Dilshod Mansrov
（ウズベキスタン）

○Ｆ、2P1'35"
（3-0,F5-0）
Besik Kudukhov
（ロシア）

●0－2
（2-②2B,0-3）
Henry Cejudo
（米国）

2位

60kg級
（19名）

湯元　健一
（日体大助手）

BYE
○Ｆ、2P0'36"
（2-②L,F4-1）
Vitaly Koryakin
（タジギスタン）

○2－1
（0-1,4-1,2-1）
Yogeshwar Dutt
（インド）

●0－2
（2-3,0-1）
Vasyl Fedorshyn
（ウクライナ）

○2－0
（1-0=2'08",2-0）
Bazar Bazarguruev
（キルギス）

3位

66kg級
（21名）

池松　和彦
（K-POWERS）

BYE
●1－2

（1-4,1-0=2'06",0-1）
Otar Tushshvili
（グルジア）

13位

階級
（出場選手数） 選手名 予選1回戦 予選2回戦 予選3回戦 準決勝 ファイナル 順位

60kg級
（20名）

笹本　睦
（ALSOK綜合警備保障）

○ 2－0
（2-1,3-0）

Karen Mnatsakanyan
（アルメニア）

● 1－2
（4-0,0-2,0-2）
Armen Nazarian
（ブルガリア）

10位

84kg級
（20名）

松本　慎吾
（一宮運輸）

● 0－2
（2-4,0-6=2'00"）
Denis Forov
（アルメニア）

15位

96kg級
（20名）

加藤　賢三
（自衛隊）

● 0－2
（0-2,0-6＝2'00"）
Daigoro Timoncini
（イタリア）

19位

階級
（出場選手数） 選手名 予選1回戦 予選2回戦 予選3回戦 準決勝 ファイナル 順位

48kg級
（17名）

伊調　千春
（ALSOK綜合警備保障）

BYE
○ 2－1

（0-1=2'12",1-0=2'08",1-0）
Li, Xiaomei＝黎笑媚

（中国）

○ Ｆ、2P2'00"
（0-1,F3-1）
Irini Merleni
（ウクライナ）

○ 2－1
（1-0,0-3=2'01",①L-1）

Clarissa Chun
（米国）

● 0－2
（0-4,1-2）
Carol Hyun
（カナダ）

2位

55kg級
（16名）

吉田 沙保里
（ALSOK綜合警備保障）

○ 2－0
（3-1,4-0）

Ida-Theres Nerell
（スウェーデン）

○ 2－0
（2-1,4-0）
Natalia Golts
（ロシア）

→
○ 2－0

（2-0,6-0=1'59"）
Tonya Verbeek
（カナダ）

○ Ｆ、2P0v43
（2-0,Ｆ5-0）
Xu Li＝許莉
（中国）

優勝

63kg級
（17名）

伊調　馨
（ALSOK綜合警備保障）

BYE
○ Ｆ、2P0'46"
（2-0,3-0）
Olesia Zamula

（アゼルバイジャン）

○ Ｆ、2P1'20"
(3-0,F4-0)
Randy Miller
（米国）

○ 2－1
（1-0=2'30",0-1,①L-1）
Martine Dugrenier
（カナダ）

○ 2－0
（1-0=2'30",2-0=2'04"）

Alena Kartachova
（ロシア）

優勝

72kg級
（16名）

浜口　京子
（ジャパンビバレッジ）

○ 2－1
（1-0,0-1,2-0=2'00"）
Elena Perepelkina
（ロシア）

○ Ｆ、2P1'19"
（1-0,4-0）

Rosangela Conceicao
（ブラジル）

→
● Ｆ、2P0'46"
（2-5､ F0-3）
Wang Jiao＝王嬌
（中国）

○ 2－0
（3-0,3-1）
Ali Bernard
（米国）

3位

【男子フリースタイル】

【男子グレコローマン】

【女子】

※Ｆ＝フォール勝ち、ＴＦ＝テクニカルフォール勝ち、Ｌ＝ラストポイント、Ｂ＝ビッグポイント

2008

　現役引退を表明したグレコローマン84kg級の松

本慎吾（一宮運輸）は、日体大の指導者となることが

決まり、フリースタイルを経験するために同96kg

級に挑戦。フリースタイルでも学生王者に輝いた

ことのある往年の実力を発揮して優勝し、通算10

度目の全日本王者となった。

　4年後のロンドン・オリンピックへ向けての強化

体制が決まり、強化委員会が男女に分立。男子は

佐藤満・専大コーチが、女子は栄和人・至学館大監

督がそれぞれ就任した。

早大が全日本学生王座決定戦で初優勝

　5月8～ 11日の東日本学生リーグ戦（東京・駒沢

体育館ほか）は山梨学院大が7年ぶり3度目の優

勝。9月18日の全日本学生王座決定戦（東京・駒沢

体育館）は早大が勝ち、1951年に始まったこの大

会で初優勝を飾った。10月23 ～ 24日の全日本大

学グレコローマン選手権（東京・駒沢体育館）の大

学対抗戦は山梨学院大が勝ち、11月15 ～ 16日の

全日本大学選手権（新潟・新潟市白根カルチャーセ

ンター）は4階級で勝った日体大が5年ぶり19度

目の団体優勝を遂げた。同大会では120kg級のボ

リス・ムジコフ（山梨学院大）が史上8人目の学生

四冠王を達成した。

　3月27 ～ 29日の全国高校選抜大会（新潟・新潟

市体育館）学校対抗戦は、部員が7人しかいない公

立高の京都八幡（京都）が決勝で霞ヶ浦（茨城）を

破って初出場初優勝を達成。霞ヶ浦は8月1 ～ 4

日のインターハイ（埼玉・大東大）学校対抗戦で勝

ち、3年ぶり19度目の優勝を達成。前年2大会で

ともにメダルを取れなかった屈辱を晴らした。

　なお、この年の4月、日本オリンピック委員会

（JOC）が有望なジュニア選手を東京・ナショナル

トレーニングセンターに住まわせて長期かつエ

リート育成する「エリート・アカデミー」をスター

トさせ、卓球とともにレスリングも参加。男子1

人、女子4人の中学選手が参加し、未来のオリン

ピック選手を目指すことになった。

　10月31日には、大阪・吹田市民レスリング教室

押立吉男代表が死去された。78歳。選手時代は日

本選抜チームのメンバーとして海外遠征へも参

加。引退後は審判員や指導者として活動し、1980

年に創設した吹田市民教室を日本最大最強のキッ

ズクラブへ成長させ、全日本学生連盟の会長など

も歴任した。

4月、未来のオリンピック選手を発掘するJOCアカデミーがスタート（提供＝アフロスポーツ）


